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　　　　　　　　　　　　翼王星の魏3年
　1930年の初めにトンボ1氏が畿見してから，今年は13年目であるが，依然と
して此の星は，蟹座のガ星の東北2D～3Qあたりを，悠kと運行してみる．光り
が弱くて，普逓の手段では殆んど其の姿を見せない。“幽冥界の支配者”だか
ら，止むを得なVが，しかレ世界第一一流の墜i遠鎚を鵠ってみる入は，ダ些泣に
よって敷測し得ると思ふ．さしあたり，趾の星の墾黄点態の有無を磁かめると
とは，大きい夏績であらうと、唇はれる．この異王星の一身は，：大弓，下の通り．
　　　日本鴫塒
1943年　1月　　1日
　　　2月1日
　　　3月1日
　　　4月1日
　　　5月1日
　　　6月1日
　　　7月ユ日
　　　8月1日
　　　9月1日
　　10月1日
　　11月1日
　　．12月1H
1944年　1月　1日
済緩（1L5C．0）
阜　　nl　s
8　42　18
8　39　31
8　：一6　58
8　35　エ1
8　35　09
8　：・6　37
8　：一，9　26
8　43　05
8　46　45
8　49　33
8　51　C・4
8　50　s，r」
8　49　07
愈綾G9εG．0）
　　　　ノ十230　31．8
十23　　45．1
十23　55．1
十24　0．1
十23　58．7
＋23　51．3
＋23　40．6
一垂一23　　28．3
十23　17，9
十23　12．3
一｛・23　　12．9
一｝一23　　20．4
＋23　34．1
翼球より躍冨離
蝉｛．f・ご
37．23
3．7．12
37．28
37．69
38．14
［一　8．6e
38．90
38．98
38．83
38．40
37．88
37．37
36．99
売膜（眼覗）
　14．5
　14．5
　工4．5
　14．5
　14．5
　14．5
　14．5
　14．5
　14．5
　145
　14．5
　14．5
　工4．5
　冥王星の観測時期は，毎年の年末から，璽年三四月頃まで，大髄塞い頃であ
る．今1943年は一月27日に：太陽と劉衝になる．その時，堆球からの最短距離は
37．1軍位，帥ち55億7千萬キロ，光蓬時間は5時聞Oε分である．太陽と會合する
のは八月1日．叉，西宮は四月19日，東留は十一月11日である．
　　　　　　　　　　　　1劔3年の馨星羅
　今1943年中に近鴫／へ齢って來る週期彗星は，今まで知れてみるもののうち，
下記のものが豫想される．
星　の　名 週期醗1離峰引婁女昇交剰傾斜蹴期
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　この4っの彗星のうち，最初に記した象ウイ黒ン璽は，1916年と1927年とに槻
測されたものであるが，1921年と1932年とには，見付からなかった．これは，
週期が凡そ5年牟であるため，襯測の都合は，1回毎に良かったり，悪るかっ
たりするのが交代するからであらう．つまり，観測不能といふのは，其の出現
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期に，地球から見てみると．星が太陽の向ふ側にまはって了って，距離も遠く，
日光の妨げもあって・見られないのである．かうした都合から言ふと・こんど
の1943年は，決して都合の悪v・方ではない．四月末に近日黙へやって馨る豫定
が誤りでなければ，共の時の星の位置は，地球に近くて．しかも太陽と正反封
の側にあるわけだから，光度も相等なものだらうし，焚見も，槻測も有望であ
る．ことによると，年の始めに玄室の可なり高い天室で予見されるだらう．そ
して，六七月頃まで，槻測が行はれると思ふ．因みにネウ／ミン氏はソ聯のク
リミヤ古宇の南端にあるシメィス天丈皇にあったが，今は中央アジヤのキタブ
天文i毫に居る．
　次ぎのタ’レスト海星は，1851年にダレストが稜賦したのが最初で，それ以來，
1857年，1870年，1890年，1897年，1910年，1923年に見えたが，1930年と1937
年とには，績けさまに藤見が不成功だつた．こんどは，可なb都合が良いから，
見つかるかと思ふ，九月に近日貼へ掌るとすれば，その頃，西の夕室に見える
わけだが，彊力な図心望遠鏡ならば，七八月頃に通見されるかも知れなV・．年
の末に近い秋の頃，この星は地球へも近づき，望遠鏡の持ち主を長く超しませ
るだらう。しかし，肉眼に見える明るさとは，なるまい．
　タ舗道ル藝星は，1937年の初めに清水眞一氏が捕へたもので，1909年置ダニエ
ルが獲見して以來，1916年にも，1923年にも，1930年にも，護見が行はれす，
世界の奄々を央卜せしめ，もはや全く見失はれたのかと，あきらめられてるた
星であるだけに，清水氏の再護見は全肇界の喝采を博したものであって，二十
世紀に於ける我が國の天文界の一傑作であった。勿論，とれには東京の廣瀬氏
の苦心がある．かうして此の星は日本人の手で確實．に捕へられた．今年は，こ
の星の鱗博する年であるが，十一月に近日黙にやって量るとすると，其の頃，
この星は太陽と反封の方角にあり，地球からの距離も近いから，恐らく十一月
を待たないで，夏の末か，秋の初めには護見されるだらう．
　シ副マス彗星は1911年にフランスの＝ス天文毫で護見され，その後，1919年
と1927年とに再獲見された．しかし，1935年には見つけられなかった．～二んど
は，八馴C近日貼へやって來る豫想が誤ってゐ．なければ，地球からの距離は始
絡遠く，光りも弱いから，獲見は不可能かも知れない．萬一見つかるにしても，
それはよほどの熟練家が，六七月頃の東の曉室に見つけることになるだらうと
思はれる．
　毎年の例にもれす，多分，この年も，全く新しい彗星が出現する可能性はあ
る．殊に，かうした新彗星は，光の大きい，尾の立派なものが現はれることが
屡々あるから，一般のアマチュアたちも油断せす，天分を捜索して貰ひたい．見
つかったら，本部（田上天文墓）に知らせることを忘れないやうに。
